
㉓㉔

う
ち

だ

か

ほ

こ
く
ど
う
ご
じ
ゅ
う
さ
ん
ご
う
せ
ん

つ
か

こ
め

み

り
ょ
く
た
び

て
い
あ
ん

国
道
五
三
号
線
を
使
っ
た
お
米
魅
力
旅
の
提
案

内
田

　佳
穂

　
お
米
に
興
味
の
な
い
人
ほ
ど
、
行
く
べ
き
国
道
が
あ
る
。
そ
れ
が
国
道
五
三

号
線
。
ま
さ
に
、
お
米
の
為
の
道
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　
岡
山
市
を
出
発
し
て
、
北
に
一
時
間
進
む
と
、
一
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

「
卵
か
け
ご
飯
」
の
お
店
に
出
会
う
。
卵
か
け
ご
飯
は
、ま
さ
に
国
民
食
で
あ
り
、

お
米
の
美
味
し
さ
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
る
食
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
卵
か

け
ご
飯
で
幸
福
を
黄
福
と
書
い
て
い
る
点
も
面
白
い
。
こ
こ
で
食
す
る
事
が
出

来
る
の
は
「
棚
田
米
」。
棚
田
米
を
一
口
食
べ
れ
ば
美
味
し
さ
が
分
か
る
。
調

べ
て
み
る
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
か
な
湧
き
水
と
豊
富
な
日
照
時
間
、
昼
夜
の
温

度
差
等
、
美
味
し
い
お
米
を
作
る
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
食
べ
る
た
び
に
、

ふ
っ
く
ら
し
て
い
る
し
、
甘
み
を
感
じ
る
事
が
出
来
る
の
で
、
お
米
に
感
動
す

る
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　
二
つ
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
五
三
号
線
を
少
し
南
下
す
る
と
見
え
る
。「
日
本

の
棚
田
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
大
垪
和
西
の
棚
田
で
あ
る
。
棚
田
は
「
日
本
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
歴
史
的
文
化
価
値
も
高
い
。
さ
ら
に
棚
田
は

山
林
の
保
水
機
能
を
高
め
て
い
た
り
、
土
砂
崩
れ
等
を
防
ぐ
機
能
等
も
あ
る
。

昔
か
ら
続
い
て
き
た
先
人
の
知
恵
と
想
い
が
今
で
も
私
達
を
守
っ
て
く
れ
て
い

る
の
だ
な
と
感
じ
る
事
が
出
来
る
。
そ
ん
な
棚
田
は
、
道
が
狭
い
の
で
歩
く
際

に
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
が
、
奥
へ
進
む
と
、
全
方
位
に
棚
田
が
織
り
成

す
美
し
い
、
ま
さ
に
「
日
本
の
風
景
」
が
広
が
る
。
夕
方
に
見
に
行
く
の
が
本

当
に
お
す
す
め
で
あ
る
。
水
面
に
夕
日
が
映
り
、
棚
田
が
輝
く
様
子
は
一
言
で

表
現
す
る
の
が
難
し
い
。
何
回
も
行
っ
て
み
た
が
、
毎
度
心
底
感
動
す
る
。
特

に
初
夏
の
田
植
え
、
秋
の
黄
金
色
に
輝
く
風
景
や
雲
海
、
冬
の
雪
景
色
な
ど
、

四
季
を
通
じ
て
様
々
な
絶
景
が
見
れ
る
。
そ
こ
で
作
ら
れ
る
「
棚
田
米
」
は
、

美
味
し
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
卵
と
の
相
性
も
当
然
申
し
分
な
く
、
最
高
の
ペ

ア
で
あ
る
。

　
棚
田
見
学
を
す
る
と
、
家
で
も
美
味
し
い
お
米
を
食
べ
た
く
な
る
。
帰
り
に

農
協
直
売
所
に
寄
る
と
、
色
々
な
岡
山
の
お
米
に
出
会
え
る
。
こ
れ
を
三
つ
目

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
た
い
。
ま
だ
知
ら
な
い
岡
山
県
産
の
米
に
出
会
え
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
が
、
岡
山
県
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
里
海
米
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
里
海
米
と
は
、
瀬
戸
内
海
で
育
っ
た
カ
キ
殻
に
含
ま

れ
る
豊
か
な
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
を
田
ん
ぼ
に
入
れ
て
土
作
り
を
し
、
育
て
た
お
米

で
あ
る
。
こ
の
米
作
り
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
山
と
海
は
命
と
い
う
道
で
繋

が
っ
て
い
る
と
い
う
事
だ
。
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
川
を
伝
っ
て
海
に
流
れ
出
し
て

カ
キ
を
育
て
る
。
そ
の
カ
キ
殻
を
田
ん
ぼ
に
返
す
こ
と
で
お
米
を
元
気
に
育
て

た
り
、
カ
キ
殻
を
土
作
り
に
使
う
事
で
豊
か
な
里
山
と
里
海
の
環
境
を
守
る
事

に
繋
が
る
と
い
う
循
環
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
カ
キ
の
国
内
水
揚
げ
量
に
お
い
て
約
八
割
を
占
め
て
い
る
瀬

戸
内
海
で
は
、
身
を
と
っ
た
後
の
カ
キ
殻
の
有
効
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
よ
く
耳
に
す
る
。
そ
の
点
か
ら
も
カ
キ
殻
は
優
秀
な
資
源
に
な
る
と
言
え

る
。
さ
ら
に
、
近
年
こ
の
カ
キ
殻
に
は
生
き
て
い
る
カ
キ
と
同
様
に
水
質
の
浄

化
作
用
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
上
手
く
人
手
を
加
え
る
事
で
、
よ
り
生

物
生
産
性
と
生
物
多
様
性
が
高
く
な
る
し
、
河
川
の
環
境
保
全
の
資
材
と
し
て

も
素
晴
ら
し
い
資
源
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
生
ま
れ
た
の
が
、

里
海
米
で
あ
る
。
自
然
資
源
の
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、
環
境
保

全
に
も
貢
献
す
る
、
持
続
可
能
な
農
業
の
理
想
形
と
言
え
る
。
食
べ
て
み
る
と
、

ふ
っ
く
ら
ツ
ヤ
ツ
ヤ
で
、
噛
む
ほ
ど
に
甘
さ
を
感
じ
て
美
味
し
か
っ
た
。

　
お
米
の
興
味
向
上
を
考
え
る
上
で
最
も
大
切
な
の
は
、
人
間
の
五
感
に
訴
え

た
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
事
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
岡
山
県
民
と
し
て
私
は
、
五
三

号
線
を
「
五
」
感
「
魅
」（
三
）
力
道
（
ロ
ー
ド
）
と
称
し
て
、「
お
米
」
を
、

卵
か
け
ご
飯
・
棚
田
・
里
海
米
の
３
つ
を
活
用
し
伝
え
た
い
と
思
う
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
か
ら
、
自
然
と
の
共
生
を
基
盤
に
し
た
持
続

可
能
な
社
会
へ
の
道
作
り
を
地
域
全
体
で
模
索
し
続
け
る
キ
ッ
カ
ケ
に
出
来
れ

ば
嬉
し
い
。

作文3部

ぜ
ん

こ
く
の
う
ぎ
ょ
う
き
ょ
う
ど
う
く
み

あ
い
ち
ゅ
う
お
う

か
い

か
い
ち
ょ
う
し
ょ
う
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　名
15

15

15

秋
田
県

五
城
目
町
立
五
城
目
小
学
校
三
年

山
形
県

東
根
市
立
小
田
島
小
学
校
二
年

栃
木
県

那
須
町
立
黒
田
原
小
学
校
二
年
 

群
馬
県

千
代
田
町
立
東
小
学
校
三
年

埼
玉
県
 

吉
見
町
立
北
小
学
校
二
年

富
山
県

氷
見
市
立
比
美
乃
江
小
学
校
一
年

石
川
県

珠
洲
市
立
直
小
学
校
一
年

福
井
県

坂
井
市
立
平
章
小
学
校
二
年

鳥
取
県
 

鳥
取
市
立
湖
山
西
小
学
校
二
年
 

島
根
県
 

吉
賀
町
立
六
日
市
小
学
校
一
年
 

山
口
県

萩
市
立
椿
西
小
学
校
二
年
 

香
川
県
 

香
川
大
学
教
育
学
部
附
属
坂
出
小
学
校
三
年

愛
媛
県

今
治
市
立
乃
万
小
学
校
一
年

佐
賀
県
 

佐
賀
市
立
新
栄
小
学
校
一
年

大
分
県
 

杵
築
市
立
山
香
小
学
校
一
年

宮
城
県

東
松
島
市
立
大
曲
小
学
校
四
年

秋
田
県

秋
田
市
立
仁
井
田
小
学
校
五
年

山
形
県

大
蔵
村
立
大
蔵
小
学
校
五
年

埼
玉
県

本
庄
市
立
金
屋
小
学
校
四
年

千
葉
県

袖
ケ
浦
市
立
平
岡
小
学
校
四
年

富
山
県
 

氷
見
市
立
比
美
乃
江
小
学
校
四
年
 

福
井
県
 

坂
井
市
立
東
十
郷
小
学
校
六
年

滋
賀
県
 

長
浜
市
立
速
水
小
学
校
六
年
 

愛
媛
県

松
山
市
立
久
枝
小
学
校
五
年

高
知
県

中
土
佐
町
立
大
野
見
小
学
校
六
年
 

佐
賀
県

武
雄
市
立
山
内
西
小
学
校
五
年

長
崎
県

大
村
市
立
竹
松
小
学
校
六
年
 

熊
本
県

熊
本
市
立
桜
木
東
小
学
校
五
年

宮
崎
県

宮
崎
市
立
宮
崎
西
小
学
校
六
年

沖
縄
県

与
那
国
町
立
与
那
国
小
学
校
五
年

岩
手
県

岩
手
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
三
年

宮
城
県

岩
沼
市
立
岩
沼
西
中
学
校
二
年

山
形
県

米
沢
市
立
第
四
中
学
校
三
年

群
馬
県

前
橋
市
立
第
一
中
学
校
一
年

埼
玉
県

久
喜
市
立
栗
橋
西
中
学
校
一
年

東
京
都

新
宿
区
立
西
早
稲
田
中
学
校
二
年

山
梨
県

学
校
法
人
山
梨
英
和
学
院
山
梨
英
和
中
学
校
二
年

新
潟
県

新
潟
県
立
直
江
津
中
等
教
育
学
校
二
年

富
山
県

高
岡
市
立
志
貴
野
中
学
校
三
年

福
井
県

福
井
市
明
道
中
学
校
三
年
 

三
重
県

学
校
法
人
三
重
高
等
学
校
三
重
中
学
校
三
年

滋
賀
県

長
浜
市
立
北
中
学
校
二
年

愛
媛
県

松
山
市
立
三
津
浜
中
学
校
一
年

佐
賀
県

学
校
法
人
佐
賀
清
和
学
園
佐
賀
清
和
中
学
校
一
年

宮
崎
県

宮
崎
県
立
都
城
泉
ヶ
丘
高
等
学
校
附
属
中
学
校
三
年

日
諸

　美
月

小
山
田
瑛
太

井
上
想
一
朗

大
竹
柚
衣
香

金
子

　渚
沙

小
坪
進
之
助

西

　
　真
梨

伊
東

　晟
駕

田
川

　瑛
大

上
山

　柚
季

伊
藤

　士
月

小
泉
凛
一
郎

檜
垣

　栞
菜

仲
村

　紡
來

西

　
　梨
花

佐
々
木

　珀

川
上
雅
瑛
奈

伊
藤

　莉
乃

巻
田

　香
里

鈴
木

　
　慶

木
和
田
翔
太

中
西

　佑
太

中
村
真
紬
子

堤

　
　綾
乃

西
岡

　茉
優

山
口

　頼
輝

川
上

　朱
莉

井
上

　葵
偉

山
下
ち
ひ
ろ

與
那
城
桃
葉

山
田

　結
心

山
下

　瑛
士

村
田

　慶
真

荻
原

　言
羽

山
下

　世
夏

秋
永

　橘
香

三
井

　椛
蓮

樫
出

　伊
織

田
中

　理
緒

藤
野

　公
輝

桃
井

　
　茜

中
村

　悠
人

喜
安

　
　絆

福
井

　悠
記

堀

　
　真
広

作文部門　優秀賞

じ
ん

お
か
や
ま
け
ん

が
っ
こ
う
ほ
う

か

け
が
く

お
か

え
ん

や
ま

か

り

だ
い
が
く

ふ

ぞ
く

岡
山
県 

学
校
法
人
加
計
学
園 

岡
山
理
科
大
学
附
属
中
学
校
一
年


